
 

 ２月号では、？？？がついていましたが、ちゃんと飛びました！バイオ燃料と名も貰い。  ただ手放しでは喜べないところが辛いところです。 なんで？皆さんそう思はれるでしょう。 ２月号にも書かれたように、小さい小さい生きモノです。だから結論だけ申しますと、自分でゴソゴソ動いていきます、どんな小さいすき間でもです。   どうします、普通のエンジン油は使えなくなるそうです。ＡＮＡのある便だけでテストし、それ以来他へは流用出来ないそうです。 

   ところで、バイオ燃料は、太陽光、風力、地熱などと同様に消費しても自然の力で復元出来るので「再生可能エネルギー」と呼んでいます。ただそれぞれ特色があり、使いづらいものもあるということです。   もともとこの分野で、熱心であり先駆者だったドイツは、自然界の位置差から得られる風力発電だけを残して他は止めてしまいました。不足分は輸入とのことです（輸入電力には原子力発電のものも、相当ふくまれているようです）。   結局、今私は思っています。消費を減らさない限り、現状では原子力に頼らざるを得ないのではないかと、悩んでいます。 高いビルを建て、商品を以って上がり、エレベーターに乗って買い物に行く。  これでいいのでしょうか？皆んな賢くなったはずなのに？？？ 
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